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第 2 節 宇都宮市の状況と課題 
 

1 人口減少と高齢化への対応 

本市の将来の人口は，平成 29 年度にピークを迎え，その後人口減少に転じると

予測されています。その一方で，老年人口の増加傾向が予測されており，高齢化

社会が一層加速する見込みです。 

また，世帯数についても増加傾向にあり，単身世帯や核家族世帯が予想されて

います。 

 

経済産業省の統計では，世帯人員が少なくなることでエネルギー利用の合理性

が低くなるとの結果が示されています。また，高齢者のいる世帯ではエネルギー

使用量が多くなるといった結果も示されており，家庭における省エネルギー化は

喫緊の課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：「国勢調査」（総務省） 

出典：平成 23 年度エネルギー消費状況調査（経産省）

●高齢者居住有無別・世帯人数別の年間エ

ネルギー消費構造 
●世帯人数別の年間エネルギー消費構造 

●世帯の家族類型別一般世帯（平成 22 年度） 
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2 コンパクトなまちづくりの推進 

人口減少，超高齢社会の到来により，高齢者が自立して暮らしていける環境，

子育て世帯が安心して子供を産み，育てられる環境の整備が不可欠となっていま

す。 

また，高度成長期に整備した道路，下水道，学校施設などの公共資本ストック

の老朽化，さらには，都市の顔である中心市街地の活力の低下など，さまざまな

問題に効果的・効率的に対応していくことが急務となっています。 

そのため，本市では，「ネットワーク型コンパクトシティ」を将来の都市構造と

して第 5 次総合計画に掲げ，まちづくりを進めています。 

 

都市構造は，二酸化炭素排出量などにも大きく影響することが指摘されている

とともに，エネルギーの効率的な利用，公共交通等の利用促進，ごみの収集，み

どりの保全・創出など，環境行政との関わりも非常に深いことから，環境とまち

づくりが連携した取組が重要となっています。 

 
●今後のまちづくりの理念 

 

出典：「ネットワーク型コンパクトシティ形成ビジョン」（宇都宮市）  
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●都市構造のイメージ 

 
出典：「ネットワーク型コンパクトシティ形成ビジョン」（宇都宮市） 
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3 階層性のある交通体系の構築 

人や物の移動の多くを自動車に依存している本市では，今後，高齢化が進む中

でも，誰もが安心して快適に目的地へ移動できる環境づくりとして，都市交通の

骨格となる東西方向の基幹公共交通 LRT や，地域を面的にカバーするバス・地域

内交通など，公共交通と各種交通手段それぞれの特性に応じ，効率的，効果的に

連携した階層性のある公共交通ネットワークの構築に向けて取り組んでいます。 

また，自動車保有率の高い本市では，自動車由来の温室効果ガスや騒音問題な

どの環境負荷を低減することは，重要な環境課題の一つとなっています。 

 

今後，より環境負荷の少ない交通体系の構築を目指し，ネットワーク型コンパ

クトシティの形成を見据えた，階層性のある公共交通ネットワークの構築を図る

とともに，公共交通と EV･PHV・FCV※や自転車など環境負荷の低減が期待できる

モビリティを積極的に組み合わせるような仕組みの検討が必要となっています。 

 

●関東の県庁所在地における世帯あたりの年間ガソリン消費量の比較 

 
出典：総務省統計局家計調査 2014（平成 26 年） 2 人以上の世帯 
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環境行政を取り巻く現状と課題 

 

●次世代自動車の種類 

 
出典：次世代自動車の現状と展望（首相官邸） 

 

●階層性のある公共交通ネットワークのイメージ 

 
出典：宇都宮都市交通戦略
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●LRT 導入ルート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
出典：宇都宮市 HP 
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4 持続可能な産業力の強化 

本市の市内総生産は増加傾向にありましたが，平成 23 年から減少に転じていま

す。特に，本市の中心商業地においては，歩行者・自転車の通行量は減少傾向に

あり，事業所数や売場面積の減少とあわせて，空き店舗が慢性的に存在するなど，

地域産業を取り巻く状況が変化しています。 

また，過去 20 年間で農家人口が半減しており，これに伴い経営農作地面積が減

少していることが見込まれております。 

 

本市が持続的に発展していくためには，高い生産性や付加価値，競争力などを

生み出すことのできる，環境技術などを活用した新たな産業，農業の創出が求め

られており，その担い手となる人材，本市の地域特性を活かした賑わいや活力を

生み出す経済分野と連携した施策の展開も求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：宇都宮市第５次総合計画改定基本計画 

●農家戸数・農家人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：「世界農業センサス」（農林水産省），「農業センサス結果」（農林水産省） 
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5 地域資源を活用した活性化 

近年，人口減少，高齢化により地域の衰退が懸念されています。 

そのため，地域ごとの自然的・文化的特性を活かし，都市部と農村部の連携・

交流などを促進する取組が持続可能な地域づくりの観点から求められるようにな

ってきました。 

本市大谷町の地下には，石材産業（大谷石）の採石跡地が巨大な空間として存

置されており，コンサートや美術展，演劇場，地下の教会，また写真や映画のス

タジオなど本市の貴重な観光資源として活用されています。 

近年では，この採掘跡地内にある多量な地下水を「冷熱エネルギー」と捉え，

様々な地域産業の創出に向けた取組が活発化しています。 

 

こうした冷熱エネルギー等を活用した取組は，地域の活性化につながるだけで

なく，環境配慮にも資するものであり，都市の魅力向上につながる重要な取組と

なります。持続可能なまちとして成長していくためにも，今後，このような地域

の取組を市域全体に波及させることが重要となっています。 

 

●大谷石採石場跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●冷熱エネルギーを活用したいちご 

 

出典：宇都宮市 HP 

出典：宇都宮市資料 
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6 自転車のまち“うつのみや”の推進 

本市は平成 15 年に「自転車利用・活用基本計画」を策定し，自転車走行空間の

確保や駐輪場整備などに積極的に取り組むなど，市民の誰もが「自転車を“安全”

に使える」「“快適”に自転車が使える」「“楽しく”自転車が使える」「“健康とエ

コ”に自転車が使える」ようなまちづくりを目標に掲げ，様々な事業を展開して

います。 

また，アジア最高位の自転車ワンデーロードレースである「ジャパンカップサ

イクルロードレース」を毎年開催しており，自転車のまちとしてのイメージが定

着しつつあります。 

 

自転車は，環境にやさしい移動手段であり，自転車の更なる利用促進のため，

自転車を利用しやすい道路環境の整備など，まちづくりと連携した対策が求めら

れています。 

 

●JAPAN CUP CYCLE ROAD RACE 

 

 

 

 

 

 

 

出典：宇都宮市 HP 
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7 市民意識の変化と新たな価値観 

平成 26 年度に実施した市民・事業者（中小規模）におけるアンケートの結果で

は，平成 21 年度調査時と比較すると，市民においては，「空気のきれいさ」，「川

の水のきれいさ」や「自然の豊さ」，「都市の緑の豊かさ」などで満足度が低下し

ており，自然環境の維持・保全に関する取組の強化が課題となっています。 

事業者（中小規模）においては，「ごみ出しや分別，資源回収の状況」「市民の

生活マナー」などでポイントを下げており，より一層の分別の強化や市民の意識

醸成に取り組むことが求められています。 

 

●市民や事業者における環境の満足度 
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また，市民・事業者が望むまちの姿においては，「少ないエネルギー消費で環境

への負荷を減らしながら，エコで快適な日常生活と，環境と両立した経済活動が

できるまち」や「大気や水の汚染，騒音など，公害のない安全で安心な生活環境

が確保されているまち」が市民・事業者共に高いポイントを示しており，エコで

快適な日常生活や経済活動（環境と経済）を両立したまちへの要望が高くなって

います。 

このような結果を踏まえ，日常生活や経済活動に無理を強いるだけでなく，快

適さの確保や環境と経済の好循環を考慮した施策の展開に向け，様々な分野と連

携が必要となっています。 

 

●市民や事業者が望むまちの姿 
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第 3 節 課題のまとめ 
 

■環境都市を実現するための課題 

本章第１節，第２節で整理してきたように，環境都市実現には，様々な課題が

存在します。 

本節では，第２次環境基本計画の評価や本市の地域特性，市民・事業者を対象

にしたアンケート調査，事業者に対するヒアリング調査，環境ワークショップ，

有識者懇談会などの各種基礎調査から導き出した課題を整理しました。 

 

【低炭素に関すること】 

・超高齢時代等にも対応した，更なる省エネルギー型のライフスタイルへの転換 

・環境負荷の少ない公共交通や EV・FCV，小型モビリティ，さらには自転車を活

用した移動手法の最適化による環境負荷の低減 

・地球温暖化の影響による，ゲリラ豪雨等の異常気象や災害の増加が想定される

リスクへの対応 

・次世代の環境・エネルギー関連技術を活用した低炭素型地域産業の創出など，

環境と経済が両立する施策の展開 

【循環利用に関すること】 

・更なる廃棄物の削減や，資源循環へと促すサイクルの構築 

・再利用できる資源の発掘と循環させる仕組みによる，地域の活性化策の推進 

・ごみの削減やリサイクルなど市民や事業者における環境配慮行動の更なる浸透 

【調和と共生に関すること】 

・コンパクトシティ化に併せた，都市部と農村部の調和や土地の適正管理，都市

緑化，生物の多様性，既存の自然を守る水と緑のネットワーク形成 

・土地に根差した，動植物の保護・保全 

・安全・安心な暮らしを確保するためのきれいな水・大気環境の保全 

【推進基盤に関すること】 

・市民や事業者と連携した環境学習や人材の育成，環境保全活動の促進 

・事業者の環境配慮行動の取組促進 

・市民協働による環境保全活動の促進 

・コンパクトシティ化を踏まえた環境の取組の促進 

・環境・経済・社会など，総合的に都市を向上させていく視点 

・もったいない精神で人と物を大切にするまちづくり 


